
障害をもつ係員たちが病院の業務を支
える存在になるまでの成長と道のり

○ 岡山弘美
（公立大学法人奈良県立医科大学法人企画部人事課障害者雇用推進係）
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～障害者雇用の取り組みのきっかけ～

法定雇用率算定基礎の労働者数の除外率が
４０％→３０％に引き下げられ、平成２３年（２０
１１年）度から法定雇用率を下回ったことにより、
労働局から指摘を受け、障害者雇用の検討を
始める。

平成２３年（2011年）６月
法定雇用率２.１％→奈良医大1.28％
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～検討を進める中での問題点～

・法定雇用率を達成するためには、１０人以上を

採用しなくてはならない。

・採用者の確保や受け入れ体制の整備が追い

つかない状況。

こんな意見があった。

病院では・・障害者に病院業務ができるのか。

大学では・・障害者に任せる仕事はない。

しかし、平成２５（２０１３）年度から本格的に障害
者雇用を取組む。
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障害者の雇用を促進し１０年、障害者とともに
地域へ貢献していく法人を目指している。
令和４年10月現在37名（男性29名・女性8名）
の係員（20～5４歳）3名の支援員（内1名ジョブ
コー）が所属している。

法定雇用率 令和4年6月→3.22%
雇用を始めて10年が経ち、彼らはチームの
一員となり戦力となった。

「認める」・「任せる」・「感謝する」

～「拡大」・「定着」・「発展」へ～
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～病院スタッフとして求められる存在～
働き方改革 タスクシフト
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～本学の障害者雇用が注目される～
行政・企業・機構奈良支部等 講演会
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～本学の障害者雇用が注目される～
奈良県庁職員ダイバーシティ研修
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～障害者雇用を進める上での悩み～
コミュニケーション・事件・衝突など
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～障害者雇用10年の取組で成長～
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～支援者としての１０年の振り返り～
忍耐・努力・受容

〇１年目・やる気が漲る、自信過剰

〇２年目・失敗だらけ、精神病む、退職希望

〇３年目・孤独、惨め、トラブル勃発

〇４年目・かすかな光が見える

〇５年目・起動に乗り始める

〇６年目～現在 「安定」

自体性、主体性、協調性、解決力、団結力

「勇気と優しさ」を教えて貰った10年 感謝！！
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～フォーラム開催10年の取組～
彼らの本心・・成長を共有

https://youtu.be/TonLTKffzPk

https://youtu.be/TonLTKffzPk

